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広報ふなばし3 月15日

号にて企画参加者募集

新62 号発行予定新62 号編集作業

企画内容に関する詳細な検討 WS の具体的な内容と PR 方法の検討

7 報投稿予定

事業企画グループ(廣田・森・依田・南山)

公募型交流事業のチラシについて

公募型交流会の案内が 12 月1日発行の広報ふなばしに掲載され、参加者募集が始まった。現在 11 人から申し込みが入っています。今後、登録団体などへの PR を行う。

今後の主なスケジュール

12月 1 日号 広報ふなばしで企画の参加者募集開始

2025年1月10日(金) 参加者募集締め切り

実施日 2025年 1 月19 日(日) 

市民活動はじめの一歩ワークショップ企画案（南山委員、事務局）

資料 2 に基づいて、南山さんからの説明を受け、具体的な内容について協議した。

主な対象者としては 30 – 50 台の市民で、学生ボランティアの参加についても検討する。

各回 20 人程度を定員、会場は市民活動サポートセンターとする。

日程・担当者・主な内容

第1回講座 (4 月20日(日)) 「ふなばし市内で活躍する先輩の話を聞いてみよう(仮)」

市民活動・地域活動についての総論的な話と参加者同士のグループワーク

担当講師 : 高橋利明氏・奈緒子氏、(もう一団体くらいあってもよいかも)

第2回講座 (5 月20日(日))「幅広い分野で活躍する先輩たちの話を聞いてみよう(仮)」

市民活動・地域活動についてのワールドカフェ形式のテーマ別座談会

担当講師 : アンケート調査で興味関心が高い分野の活動をしている団体の関係者

船橋パパ会高橋利明氏・ぐるっと交換会・マザーナースオリーブ、スペシャルキッズプロジェクトなど、参加を求める団体について、南山さんに取りまとめてもらうことになった

参加者は興味のあるテーマの紹介をしているテーブルを 2 つくらい回り、グループワークをして興味関心をより具体的なものにする。

第 3 回講座 (6 月8日(日)) 「はじめてみようカフェ」

いくつかのテーマについて興味関心のある人同士で集まり、自分たちのやりたいことをまとめるグループワークとグループ発表を行う。

次年度 4月から講座を実施すると仮定した場合のスケジュール案

2024 年中 企画内容詳細検討、講師依頼

1 月中旬 広報ふなばし原稿提出

2 月 広報物作成

3 月15日号 広報ふなばしで告知 → 参加者募集

2025年 4月20日(日) 「ふなばし市内で活躍する先輩の話を聞いてみよう(仮)」

2025年 5月18日(日) 「幅広い分野で活躍する先輩たちの話を聞いてみよう(仮)」

2025年 6月8日(日) 「はじめてみようカフェ」

情報発信グループ(柿崎・南山・斎木)

情報発信媒体の利用状況について（柿崎）

資料 3 を使って、柿崎さんから現在運営されている情報チャンネル一覧が紹介された。この資料は全体会や市民活動フェア実行委員会で配布・共有することになった。

紙媒体での発行を継続する”しみんりょく”には紙媒体でなくてはならないような内容やニーズに応じた記事を取り上げる。今後の機関誌”しみんりょく”の再検討は柿崎委員と斎木委員が

担当する事になった。この再検討の中でコー連協やいきいき同窓会とも情報交換をする機会を持つことも検討する。

Xアカウントしみんりょく＠船橋について(市民協働課・南山)

小山さんから資料 4に基づいて X の運用状況が報告された。また南山さんから資料 5 に基づいて今後の X の配信予定が紹介された。また、サポートセンターに持ち込まれたチラシなどの

写真を X に投稿することも今後実施してゆくことになった。

その他

市民活動パネル展についても検討する。

事業企画グループ(廣田・森・依田・南山)

資料 1-3 について、冨沢主事から説明があり、審査方法などを確認の上、応募団体について審査・採点を行った。採点結果についてはその場で提出できる人はその場で提出、後日提出される方は

でに mail にて市民協働課に提出することになった。

今後の主なスケジュール

9 月 11 日(水)- 10 月6日(日) 申し込み期間

10 月8日(火) 活動促進部会で申し込み資料を部会委員に共有

一週間後をめどに採点結果を集計し、平均点の最高点の団体を採択団体とする。

関連団体については審査ができないこととする。

Top の団体が同点であった場合の採択は市民協働課に一任する。

10 月中旬 審査結果通知 → 広報原稿の調整

12月 1 日号 広報ふなばしで企画の参加者募集開始

2025年1月中旬 参加者募集締め切り

実施予定日 2025年 1 月19 日(日) 

市民活動はじめの一歩ワークショップ企画案（南山委員、事務局）

資料 4 について、南山さんから説明があり、目的や対象、開催形式や各回の内容について議論した。前回の部会や全体会での議論を受け、できるだけ参加の閾値を下げるため、”市民活動”という言葉は使

わず、回ごとに単独でも参加しやすい表題を付けることになった。また、開催形式としては 3 回の独立した講座として開催するが、可能であれば、連続して参加することが望ましい、くらいの推奨をする

ことになった。

日程については、サポートセンターの休館日で、かつ総合窓口の休みの日として 4 月20日(日)、5月18日(日)、6月30日(日)を候補日とすることになった。

今回の議論を踏まえた修正版の企画案を南山さんが作成することになった。

次年度 4月から講座を実施すると仮定した場合のスケジュール案

2024 年中 企画内容詳細検討、講師依頼

1 月中旬 広報ふなばし原稿提出

2 月 広報物作成

3 月15日号 広報ふなばしで告知 → 参加者募集

2025年 4月20日(日) WS ➀

2025年 5月18日(日) WS ②

2025年 6月30日(日) WS ③

情報発信グループ(柿崎・南山・斎木)

「しみんりょく」ニーズ調査アンケートについて

資料 5, 6 を使って現在のアンケート調査の状況について、小山主事から説明があった。団体用の調査とは別に市民用のアンケートも作成し、情報メールで回答依頼が行われ、そちらにも回答が入っている。

これまでの総回答件数が 60 件程度寄せられていることが報告された。

また、柿崎さん・斎木さんから資料 7 を用いて、他市の情報発信誌の掲載内容の概要が説明された。これまでの”しみんりょく”に掲載されていない企画として、記事を投稿していただく形のコラムのよう

な企画案も出された。

情報発信媒体の利用状況について（柿崎）

柿崎さんから情報チャンネルの概要について、資料 8 のようにまとめたことが報告された。協議の結果、ここに新たに”想定読者”という欄を設けることになった。

公募型交流事業の実施について PR チラシについては現在作成中で、後日配信される。

今後の主なスケジュール

9 月 11 日(水)- 10 月6日(日) 申し込み期間

10 月8日(火) 活動促進部会で申し込み資料を部会委員に共有

10 月中旬 審査結果通知 → 広報原稿の調整

12月 1 日号 広報ふなばしで企画の参加者募集開始

2025年1月中旬 参加者募集締め切り

実施予定日 2025年 1 月19 日(日) 

市民活動はじめの一歩ワークショップ企画案（南山委員、事務局）

資料 2 について、南山さんからの説明を受け、具体的な内容について協議した。

目的 : 市民活動に関心を持っている市民を増やすこと。

なかまづくり・つながりづくり、楽しいコトをはじめてみよう

それぞれがやりたいことに一歩踏み出すきっかけづくり、

対象 : これまで活動に参加していない一般市民が望ましいが、現在団体での活動に関わっている周辺にいる人も取り込みたい。すでにあるコミュニティーには入りづらいと感じている人が新しい活動を

始めるきっかけになるとよい。

キャッチコピー : なかまづくり・つながりづくり初めてみませんか

開催形式 : 単発参加も可能な連続講座

主な日程(案)

第 1 回講座 (4 月20日(日))

市民活動・地域活動についての総論的な話と参加者同士のグループワーク

担当講師 : 協働課で再検討中(当初予定は高橋利明氏)

第 2 回講座 (5 月20日(日))

市民活動・地域活動についてのワールドカフェ形式のテーマ別座談会総

担当講師 : アンケート調査で興味関心が高い分野の活動をしている団体の関係者

船橋パパ会高橋利明氏・ぐるっと交換会・マザーナースオリーブなど

参加者は興味のあるテーマの紹介をしているテーブルを 2 つくらい回り、グループワークをして興味関心をより具体的なものにする。

第 3 回講座 (6 月中・日程調整中)

興味関心のあることが共通する人たち通しで集まり、自分たちのやりたいことをまとめるグループワークとグループ発表会。

テーブルごとにファシリテーターは置くが、議論して発表するのは参加者

次年度 4月から講座を実施すると仮定した場合のスケジュール案

2024 年中 企画内容詳細検討、講師依頼

1 月中旬 広報ふなばし原稿提出

2 月 広報物作成

3 月15日号 広報ふなばしで告知 → 参加者募集

2025年 4月20日(日) WS ➀

2025年 5月18日(日) WS ②

2025年 6月 日程再調整 WS ③

情報発信グループ(柿崎・南山・斎木)

「しみんりょく」ニーズ調査アンケートについて

資料 3 、4を使って、小山主事から現在のアンケート調査の状況が報告され、団体からの回答と個人からの回答の 2 つの集計結果が提供された。また、当日追加資料で市民協働課が考える方向性が報告

された。資料 5 を使って、他市の広報物や機関誌などと比較して、新しい記事を掲載する必要もある。これまでの市民活動サポートセンター運営協議会での議論の流れを受けて、しみんりょくの新しい

配架先として医療機関や学校、イオンなどにも配架してもらえるとよいという意見もあった。

情報発信媒体の利用状況について（柿崎）

資料 6 を用いて、柿崎さんから情報発信媒体の利用状況について説明があった。新味活動フェアも含めて情報発信の全体像が網羅されているので、この資料は市民活動フェア実行委員会の方にも共有

させていただく事になった。

Xアカウントしみんりょく＠船橋について(市民協働課・南山)

小山主事から資料 7に基づいて X の運用状況が報告された。また南山さんから資料 8 に基づいて今後の X の配信予定が紹介され、ここに公募型交流会の記事が追加されることになった。

資料 9 に基づいて小山主事からサポートセンターに持ち込まれた資料の写真を X に投稿するサービスについて掲載依頼書の案と掲載までの流れが説明された。

その他

サポートセンターでおこなってきた、市民活動パネル展については、次年度は選挙の関係などもあり、展示できる月が限られる可能性が高い。(4 月, 5月, 8月の 3か月のみ) 4 月から展示を始めるためには、


